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1テクストは、 DuPrel， Carl: Der駒山防'mus.Leipzig， 1893.を使用。本テクストは、宝bmasH. Kaiser: 




































') Vgl. Du Prel 必ltwickelung<高炉scmと~tedtω 杯全Iω11s.Leipzig， 1882. 初版、第2版では『天上における

































6 V gl.Du Prel: DIe Planete.刀beWo.曲目立.undc古'eNebula.rhJ仰 these.Leipzig， 1880. 
? ?? ??
てくれた。彼の著作『学問的な会合での講演創(ベテルフ守ルク、シュミッツドノレフ社、 1864


















































































































































































































































































































9へレンバッノ'<Lazarvon Hellenbach 1827~ 1887)は、ハンガリー の貴族の家に生まれ、おもにオ~スト
リアで活動した思噌家である。デ、ユ・フ。レ/レと同様、個人の認識の問題として、人間の生と死やオカノレテイ
ズムの品購に取り組んえ 19断球に近代オカルテイズムの歴史をまとめたカー ノレ・キー ゼヴェッター は、
へレンバッハの噺資と思噌につし、て一章諮れ、切離してしも。 Vgl.Ki問wetぬr，Karl・Geschichtedes 











































































































































































13 Vgl. Kapp， 8.27. 
14また、)3IJの著書陪僻伴としての廃制におし、てデム・プレノレは、伝続的こ記録されたり、または雷某
実験のなかで鎮祭されているような夜中浮揚現象を分析することが、人聞が将耕旬に樹子技術を開発するの
に役立てられるのではないか、と述べている。 DuPrel: Die Magie als Natu.z官⑬senschaft.Bd.l. Leipzig， 
8.169. 
lGデュ・ブρレノレlま箸{抑沖でBたびたびフェヒナ」に言及してし、るし、また附を読甘くき州とし、うインタ























































として挙げ、高く評価している。 Freud，8igmund:τraumdeutung. In: Studienausgabe. Bd I. 
Mi岱cherlich，Alexanc1巴r.et al. (Hrsg) Fra叫dUrtamMおお， 1989，8.86
17デュ・フ。レルのシュレー バー への影響につし、ては、Schreiber，Elisabeth: Schnヲberunda匂・Zeitgeist
Ber・lin，1987.およひ、Hagen，Wo均ang:Rac助氏tJ.rel町 Weim8.l;2001.ならびに拙稿「毘的・進化・自由意
思「一、ンュレー バー における役界認識の問題ー J:日制鍛え詮京都支部~G官nnarus出 KyotoJ]第 9号 (2008
年)21~38 頁所収を参胤
18昨今のデュ・プレノレ研究の動向については、技縞 f文紙紹介 τbmasH. Kaiser: Zwischen Philoωphie 
































Andreas: From Astronomy to百，anscendentalDarwinism: Carl du Prモ1(1839-1899). In: Journal of 
品目'ntificEJ.ploration， Vol. 23， No.l. pp59切，2009， p.64. 
? ???
そらくこれが初めてである。死後100年以上が過ぎて、ほとんど吉札られてしまった人物で、あ
るが、その思器、は、これから先も、翻獄や紹介だけにとどまらず、さらに読まれ、そして探求
される余地があるのではないだろうか。
? ?
?
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